


は じ め に
漢字は表意文字といって見れば分かる優れた言語です。

たとえば、「書」は手に筆を持ち、祈りのことばを書いている形を表しています。

かんじ

しょ

・「聿」は手に筆を持つ形で
ふで もていつ

・「 」は手の形で

・手はこの他に左の図のようにあらわされる

場合があります。

ひょうい もじ み わ すぐ げんご

て ふで も いの か かたち あらわ

かたち

て かたち

て ほか ひだり ず

などがあります。

などがあります。

・日の字は「お日さま」をあらわす他に

「書」のように祈りの器の中に祈りの言葉がある形や

「かまど」を日の字であらわす場合などがあります。

・左の図はボールペンの構造を絵で

あらわしたものです。

単独の部品として使われているものも

あれば、組立られた状態で別のボール

ペンに使われているものもあります。

・漢字もこのボールペンと同じことなのです。漢字の構造・その作られ方を知ることで、

漢字の意味することは理解できるわけです。だから、漢字は見れば分かる優れた

言語といえるのです。

漢字を一字一字の丸覚えではなく、関連する漢字を並び見て同じ部品とそうで

ない部品を知ることで頭に記憶するだけでなく「腑に落ちる」ことで忘れることが

少なくなる学習のお役に立てることを願っています。

楽しく学習していきましょう。

ばあい

ひ じ ひ ほか

しょ いの うつわ なか いの ことば かたち

ひ じ ばあい

ひだり ず こうぞう え

たんどく ぶひん つか

くみたて じょうたい べつ

つか

かんじ おな かんじ つく かた し

かんじ いみ りかい かんじ み わ すぐ

げんご

かんじ いちじ いちじ まるおぼ かんれん かんじ おな ぶひん

ぶひん し あたま きおく

がくしゅう やく た ねが

たの がくしゅう

ふ お

なら み

こうぞう

わす

すく
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つま けっこんしき おんな ひと は すがた

にすい かたち

か かたち

こ かたち

ひと ぶぶん かんじ

しん に

か じゅん きほん

かたち

て かたてかたち

りょうて かたち

て かたち

こめ かんじ

にく かたち

かたちつき じ

おいかんむり ふた かたち

かんじ

ししゃ かたち
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ししゃ かたちとむら

しめす ころも

かたちとり

かたち

か じゅん きほん

か じゅん きほん

ひつ か じゅん

さかだる かたち

こざとへん ふた かたち

しお み ひ

かんじおん

しょう かんじ

われ じ な た

けつ かんじ

じ

すうじ かんじ

せん かんじ

たに ふた かたち
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ひ か じゅん

き じ な た

わりふ しく

ちゅうごく むかし とし

か じゅん きほん

せい そう

しゅう かんじ

か じゅん きほん

くるま ぐん かんじ

はたざお ふ なが かたち

き かい

び かんじ

けい かんじ

えんにょう かんじ

かんじ いみ おん かたち

しかく かんじき

はた かんじちゅうぐん

じ
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◎「貝」があらわす二つの形 P131
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◎衣へんと示へん P150
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・漢字はつながっています P163

P164

7

しめすころも

かたち

いと じ な た

かい かたちふた

じゅう りょう

しお つち

たはた かたち

かんじ いみ おん かたち

か じゅん きほん

こうこつもじ はっけん

じたい うつ か

わたしたち せつもんかいじ もと がくしゅう

しらかわしずか はかせ ぎょうせき

かんじ

・おん・くん さくいん

かんじじゅう かくかく こうせいじゅう

か かたち

≪目次：豆ちしき≫
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8

は常用漢字以外の漢字です。

ちゅうがっこう なら

なら

じょうようかんじ いがい かんじ

こうこう

㊥は中学校で習うことをあらわしています。

は高校で習うことをあらわしています。

①～⑥は各学習学年をあらわしています。
かくがくしゅうがくねん

注）

この章で学習する漢字

２＞本文

学習する漢字

むかしの漢字

解説

成り立ちや作られ方

書き順

３＞豆ちしき

しょう がくしゅう かんじ

ほんぶん

がくしゅう かんじ

かんじ

かいせつ

な た つく かた

か じゅん

まめ

この本の見方
１＞章の始まり

しょう はじ

ほん みかた

この章で習う形
ならしょう かたち



画数 4 部首

100

一:いち

読み：
よ

用例：
ようれい

不は花がしおれ花びらが落ちて、へただけがのこった形。

「そうではない」の意味に用いる。

不用。不要。不足。不思議。

「花がしおれて花びらが落ちた形」

ふ かたち

ふよう

はな

フ、ブ

はな お かたち

はな おはな

いみ もち

ふそく ふしぎ

「不用品を売る」
ふようひん う

ふよう

「用済み」 「必要ないこと」
ようず ひつよう

井
争

『建造物』でつながる漢字
かんじ

けんぞうぶつ



101

中国の昔の都市

敵から身を守るために高い

城壁で囲まれていた。

出入口には物見櫓のある城門が

築かれていた。

城壁の中には、庶民が住む場所の

他に、さらに城壁で囲まれた皇帝が

住む宮殿が築かれていた。

ちゅうごく

てき

むかし とし

み まも たか

じょうへき かこ

でいりぐち ものみやぐら じょうもん

きず

じょうへき

じょうへき

なか しょみん す ばしょ

ほか かこ こうてい

す きゅうでん きず

「城壁」 「城門」
じょうへき じょうもん

「宮殿」
きゅうでん

中国の昔の都市

②この城門を高いなと感じてできた字＿「高」

①都はにぎやかですごいなと感じてでき字＿「京」

地方から出てきた人たちは

最初にこの門をくぐることに

なります。

「出入口には城門が

設けられていました」

でいりぐち じょうもん

ちゅうごく むかし とし

もう

ちほう で

さいしょ もん

ひと

みやこ かん じ きょう

じょうもん たか かん じ こう



画数 12 部首

画数 9 部首

102

廴:えんにょう

日:ひ

読み：
よ

用例：
ようれい

「城門」

景は城門がお日さまに照らし出されて輝いているようす。

「けしき」「おもしろみをそえるもの」の意味となる。

夜景。景観。風景。景品。

けい

いみ

やけい

じょうもん

②「みやこ：キョウ、

ケイの音をあらわす」

ケイ

じょうもん ひ て だ

けいかん ふうけい

かがや

「すばらしい景色でした」
けしき※ ㊥影はお日さまが城門の向こう側にあって、

こちら側に大きな影ができている形。

かげ ひ じょうもん む がわ

がわ おお かげ かたち

けいひん

「ひ」

おん

読み：
よ

用例：
ようれい

「宮殿」

「細長い通路」

「手に筆を持つ形」

小屋を建てる。建設。建議。

筆を立てて占い、設計し建設した。建は「たてる、

おこす」「意見を申し立てる」「くつがえす」の意味。

きゅうでん

ふで けん

こや

ほそなが

も

た（てる・つ）、ケン、コン 

て ふで かたち

つうろ

た うらな せっけい けんせつ

いけん

た けんぎけんせつ

「歴史ある建物です」
たてものれきし

いみもう た

「ふで：イツ」

「えんにょう」



103

＜しんにょう、えんにょうは後で書く＞

書き順の基本＿その９）
か じゅん きほん

あと か

手の形のいろいろむちや棒
て かたち

ぼう

手のいろいろな形＿その３＞片手
て かたち かたて



画数 11 部首

104

亻:にんべん

読み：
よ

用例：
ようれい

健やかな体。保健。壮健。

健は建物のように人の体がしっかりして、すこやかであること。
けん

すこ

「宮殿」

「細長い通路」

きゅうでん

ほそなが

「えんにょう」

つうろ

④「たてる：ケン、

ケンの音をあらわす」

すこ（やか）㊥、ケン

たてもの ひと からだ

からだ ほけん

「私は健康です」
けんこうわたし

そうけん

「ふで：イツ」

「にんべん」

おん

「廴」 でつながる漢字
かんじえんにょう

③ にわ、テイ

庭は壁で区画した

場所。校庭のように

広い場所の意味。

・庭園・家庭

④ た（てる）、ケン

筆を立てて占い、

設計し建設した。

「たてる」の意味。

・建物・建設

④ すこ（やか）㊥、ケン

健は建物のように

人の体がしっかりして、

すこやかであること。

・健康・保健

⑥ の（びる）、エン

・延長・延期

いみ

にわ

ていえん たてもの

ふで た

みち

えん

けんせつ

つう

「細長い通路」
ほそなが

「えんにょう」

つうろ

「お墓に通じる細い通路」
ほそはか つう つうろ

延は地下のお墓に

通じる道をいい

「のびる」の意味。

ちか はか

いみ

えんちょう えんき

けん たてもの

ひと からだ

けんこう ほけん

うらな

せっけい けんせつ

いみ

かべ くかく

ばしょ こうてい

ひろ ばしょ

かてい

「宮殿」
きゅうでん

⑥

ししゅう じ

いみ

たんじょう せいたん

タン

・誕生・生誕

詩集からできた字。

「うまれる」の意味

に用いる。
もち



画数 12 部首

画数 8 部首
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彳:ぎょうにんべん

行:ぎょうがまえ

読み：
よ

用例：
ようれい

「十字路」

土板を並べて整備された「まち」。敷地が

区切られたまちや通りをあらわす。

街角。商店街。
しょうてんがい

つちいた

じゅうじろ

つちいた

「土板を並べた形」

まち、ガイ、カイ㊥

なら かたち

なら せいび

しょうてんがい

「商店街で買い物をした」

まちかど

※街は整然と区画された「まち」 。

町は田んぼが残るような「まち」。

まち せいぜん くかく

まち た のこ

くぎ

しきち

とお

「ぎょうがまえ」

「たま：ケイ、

ガイの音をあらわす」

か もの

おん

読み：
よ

用例：
ようれい

径路。口径。径行。

圣は織機の縦糸をピンと張った形。径は直線的な

近道で 、「みち」「さしわたし」「まっすぐ」の意味。
ちかみち

けい

ちょっけい

は

「おもりでピンと張っている」

ケイ

おりき たていと は かたち けい ちょくせんてき

えん
こうけい

「直径」
ちょっけい

「円の半径は直径の半分です」
はんけい はんぶん

「織機にかけた縦糸」
たていとおりき

けいろ

いみ

けいこう

「ぎょうにんべん」

「たていと：ケイ、

ケイの音をあらわす」
おん

㊥「また」

①「つち」



画数 10 部首

106

阝:おおざと

読み：
よ

用例：
ようれい

郡部。〇〇郡〇〇町。

君がおさめる地域を「郡」という。

「神を呼ぶ杖を持つ氏族の長」

「杖」

「集落や村」
しゅうらく

ぐんぶ

きみ

③「きみ：クン、

グンの音をあらわす」

かみ うじぞく

グン

むら

つえ も ちょう

ちいき ぐん

ぐん ちょう

つえ

よ

「彼は〇〇郡に住んでいます」
ぐんかれ す

「おおざと」

おん

「祈りの器：」
いの うつわ さい

「くち」

「圣」 でつながる漢字
けい かんじ

③ かる（い）・ケイ

「かろやかの意味」

・軽自動車

④ ケイ

「ほそみち、こみち」

・直径

⑤ へ（る）・ケイ

「たて糸・すじ道の意味」

・経度・経験・経路・神経

いみ

けいじどうしゃ ちょっけい

いみ

けいど けいろ

「土：おもり」

「織機にかけた縦糸」

つち

おりき たていと

「おもりでぴんと張っている

ことをあらわしている」

は

いと

「直径」
ちょっけい

けいけん しんけい

経度
けいど

緯度
いど

「織機」
おりき

みち

 たていと・ケイ



画数 4 部首
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二:に

読み：
よ

用例：
ようれい

井筒。天井。福井県。

井桁：井の字に組んだ井戸のふちの枠。水を汲む「いど」

「井桁のように整っているさま」の意味に用いる。

「井桁の形」

いげた みず

いづつ

いげた

い、ショウ㊥、セイ 

かたち

い じ く いど わく く

いみ もち

てんじょう ふくいけん

「井戸水が冷たい」
いどみず つめ

ととのいげた

「井戸」
いど

「阝」があらわす二つの形
かたちこざとへん ふた

１＞左側にある形：こざとへん
ひだりがわ かたち

２＞右側にある形：おおざと
みぎがわ かたち

「神さまが天に上り降りする梯」 「人が住む集落や村」

③ みやこ・ト ③ ブ ④ グン ⑥ キョウ③ イン ③ カイ ③ ヨウ

④ タイ ④ さか・ハン ④ フ ④ リク

⑤けわ（しい）⑤かぎ（る） ⑤きわ・サイ ⑤ふせ（ぐ）

阜
⑥お（りる） ⑥のぞ（く） ⑥ ショウ ⑥ ヘイ

かみ てん のぼ お ひと す しゅうらくはしご むら

⑥ ユウ



画数 11 部首
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氵:さんずい

読み：
よ

用例：
ようれい

青は青色の顔料を井戸から掘り出す形。

清は水が「きよい、きよらか」の意味となる。

「青色の顔料を掘り出す井戸」

「草の芽は青い」

生
①「セイ」

くさ め

あおいろ がんりょう ほ だ いど

あお がんりょう いど ほ だ かたち

いみ

せいりゅう

清らかな水。清掃。清流。

きよ（い・まる・める）、セイ、ショウ 

①「あおい：セイ、

セイの音をあらわす」

あおいろ

せい みず

せいそうみずきよ

「手洗いで清潔にする」
せいけつてあら

あお

「さんずい」

おん

①「つき」

月の字があらわす

いろいろな形月
１＞空にうかぶ月

２＞体の一部をあらわす月：肉月という

３＞お供えの肉をあらわす月

４＞盤（入れ物、たらい）をあらわす月

５＞井戸をあらわす月

① つき

③ そだつ

「肉月」
にくづき

「子は逆さまに

生まれてくる」

こ さか

う

そら

からだ

つき

いちぶ つき

③

②

①

まつり

まえ

あお

つきそな にく

つきばん い もの

つきいど

「省略された形」

① な

しょうりゃく かたち

つき じ

かたち

にくづき

「盤を横から見た形」
み かたちよこばん



画数 14 部首

画数 6 部首
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亅:はねぼう

青:あお

読み：
よ

用例：
ようれい

青色には清らかの意味がある。「すき」を祓い清めて

秋の実りを願うことから「やすらか、しずか」の意味。

安静。冷静。静脈。

「農具のすきを両手で捧げ持つ形」

「草の生え出る形」 「井戸の断面の形」

+

あおいろ

あき

くさ

のうぐ

しず、しず（か・まる・める）、セイ、ジョウ㊥

は で かたち いど だんめん かたち

りょうて ささ も かたち

「あお」

きよ いみ はら きよ

みの ねが いみ

せいでんき

れいせい

「静電気が発生した」
はっせい

あんせい じょうみゃく

④「あらそう：ソウ」

読み：
よ

用例：
ようれい

相手と争う。争点。戦争。

争は棒を上の手と下の手、二人の人がひっぱり

あっている形。「あらそう」の意味となる。

そう

かたち

あいて

あらそ（う）、ソウ

ぼう うえ て した て

いみ

あらそ そうてん せんそう

ふたり ひと

「運動会で競争した」
きょうそううんどうかい

「捧をひっぱりあっている形」
ぼう かたち

※ 「競走」とは走りを競うこと。
きょうそう はし きそ

「はねぼう」



画数 14 部首
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門:もんがまえ

＜まったく同じ形が、まったく別の意味＞

「静」と「争」
せい そう

「捧をひっぱりあっている形」
ぼう かたち

「農具のすきを両手で捧げ持つ形」
のうぐ りょうて ささ も かたち

かたちおな べつ いみ

読み：
よ

用例：
ようれい

関所。命に関わる。関節。

構造的仕掛けで門を開閉する形。一手間しないと通る

ことができない、「せき、かかわる」「つなぎめ」の意味。

「構造的な仕掛けで開閉する形」

こうぞうてき

いみ

いのち

こうぞうてき

せき、かか（わる）、カン

しか かいへい かたち

しか もん かいへい かたち

かかせきしょ

ひとてま とお

「関所」
せきしょ

「税関で検査を受けた」
ぜいかん けんさ

かんせつ

う

「もんがまえ」


